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今
回
は
年
度
替
わ
り
に
な
る
の

で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
の
総
会
が
あ

り
、
二
〇
〇
九
年
度
事
業
報
告
と

会
計
報
告
及
び
二
〇
一
〇
年
度
の

方
針
、
事
業
計
画
、
新
組
織
の
発

表
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
総
会
後

は
泉
理
事
長
よ
り
新
し
い
方
針
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
そ
れ
に

つ
い
て
参
会
者
全
員
に
よ
る
ブ
ン

ブ
ン
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
を
行
う
予
定

で
あ
る
。
つ
い
て
は
お
繰
り
合
わ

せ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
新
方
針
に
つ
い
て
は
、

泉
理
事
長
の
「
米
欧
亜
回
覧
の
会

の
基
本
理
念
と
今
後
の
展
開
に
つ

い
て
」
を
四
頁
に
掲
載
し
て
い
る

の
で
、
よ
く
ご
覧
下
さ
い
。 

新
年
懇
親
例
会
、 

 

オ
ラ
ン
ダ
を
テ
ー
マ
に
、
百
名
を
超 

 

え
る
参
会
者
で
盛
会 

 

本
年
の
新
年
懇
親
例
会
は
、
一
月

十
九
日
（
火
）
、
日
比
谷
の
レ
ス

ト
ラ
ン
・
ア
ラ
ス
カ
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。 

 

今
回
が
テ
ー
マ
国
別
開
催
の
十

二
回
目
、
使
節
団
訪
問
国
を
め
ぐ

る
旅
が
一
巡
し
た
こ
と
に
な
る
記

念
す
べ
き
会
に
、
現
役
学
生
を
含

む
セ
ミ
フ
ォ
ー
マ
ル
姿
の
百
四
名

が
参
集
し
、
華
や
か
に
、
賑
々
し

い
催
し
と
な
っ
た
。 

 

紋
付
袴
の
泉
代
表
の
挨
拶
に
始

ま
り
、
オ
ラ
ン
ダ
年
に
因
み
平
戸

藩
主
の
ご
子
孫
で
第
四
十
一
代
当

主
の
松
浦
章
氏
、
使
節
団
員
ご
子

孫
の
方
々
、
芳
賀
徹
東
京
大
学
名

誉
教
授
、
オ
ラ
ン
ダ
大
使
館
の
ゲ

ラ
ル
ド
・
ミ
ッ
ヘ
ル
ス
全
権
公
使

を
始
め
と
す
る
多
く
の
方
々
の
ス

ピ
ー
チ
を
い
た
だ
い
た
。 

 
 
 
 

（
詳
細
は
二
・
三
頁
） 

久
米
邦
武
は 

「岩
倉
大
使
の
機
密
吏
官
」だ
っ
た
！ 

「
米
欧
回
覧
実
記
」
の
編
著
者
、

久
米
邦
武
が
正
式
に
使
節
の
随
行

記
者
と
し
て
辞
令
を
受
け
る
の
は

ロ
ン
ド
ン
滞
在
中
で
あ
っ
て
、
横

浜
出
港
時
か
ら
そ
れ
ま
で
ど
の
よ

う
な
立
場
に
あ
っ
た
の
か
は
不
分

明
で
あ
っ
た
。
岩
倉
大
使
の
個
人

的
な
記
録
係
と
も
い
わ
れ
て
い
た

が
、
こ
の
た
び
杉
谷
昭
氏
（
佐
賀

大
学
名
誉
教
授
、
現
佐
賀
城
本
丸

博
物
館
館
長
）
の
調
査
資
料
に

よ
っ
て
そ
の
具
体
像
が
明
確
に

な
っ
た
。
そ
こ
で
杉
谷
氏
の
了
解

を
得
て
、
五
頁
に
そ
の
抄
録
を
掲

載
す
る
。 

「中
国･

歴
史
と
上
海
万
博
の
旅
」 

 

六
月
十
七
日
～
二
十
四
日
に
決
定 

 

前
号
で
既
報
の
通
り
、
こ
の
旅

は
、
当
会
企
画
な
ら
で
は
の
三
つ

の
目
的
が
あ
る
。
第
一
は
「
岩
倉

使
節
団
の
足
跡
を
辿
る
」
こ
と
、

第
二
は
、
そ
の
上
海
で
催
さ
れ
る

万
国
博
覧
会
を
見
る
こ
と
、
そ
し

て
第
三
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
坂
の
上
の

雲
」
で
も
、
当
会
の
歴
史
部
会
で

も
大
い
に
話
題
と
な
っ
て
い
る

「
日
露
戦
争
」
と
「
満
州
国
」
に

ま
つ
わ
る
史
跡
を
訪
ね
る
こ
と
で

あ
る
。 

 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
六
月
十
七

日
出
発
、
大
連
二
泊
、
瀋
陽
（
旧

奉
天
）
二
泊
、
上
海
三
泊
で
、
二

十
四
万
八
千
円
。
詳
細
は
同
封
別

紙
の
旅
行
案
内
（
募
集
要
項
）
を

ご
覧
の
上
、
希
望
者
は
早
め
に
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。 
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幕
末
維
新
の
時
代
、
「
文
明
」

は
ま
さ
に
輝
い
て
い
た
。
福
沢

諭
吉
や
久
米
邦
武
が
旅
し
た
こ

ろ
、
「
西

洋

文

明
」
は

輝

く

「
坂
の
上
の
雲
」
で
あ
っ
た
。

福
沢
に
と
っ
て
「
文
明
」
の
対

極

に

あ

る

も

は
「
未

開
・
野

蛮
」
で
あ
り
、
日
本
に
と
っ
て

目
指
す
べ
き
も
の
は
「
文
明
」

で
あ
り
、
自
ら
「
文
明
を
使
命

と
す
る
な
り
」
と
宣
言
し
た
。

久

米

も

そ

の
「
文

明
」
に

酔

い
、
そ
の
頂
点
と
も
い
う
べ
き

パ
リ
を
「
文
明
都
雅
ノ

尖

点
」
と

い

い
、
「
巴

黎
ハ
天
宮
ノ
如
シ
」
と

讃
え
た
。
当
時
の
日
本

人
に
と
っ
て
「
文
明
は

輝

く

星
」
で

あ

り
、

「
文
明
開
化
」
は
国
民

的
な
合
い
言
葉
に
な
っ

た
。 

 

む
ろ
ん
福
沢
も
久
米
も

西
洋
文
明
の
影
を
み
な

か
っ
た
訳
で
は
な
い
。

西
洋
に
も
野
蛮
な
面
が

あ
り
、
影
の
部
分
が
あ

る
こ
と
を
見
抜
い
て
い

る
。
と
く
に
久
米
は
精

神
重
視
の
東
洋
思
想
と
の
対
比

で
西
洋
文
明
の
本
質
を
鋭
く
衝

い
て
い
る
。
し
か
し
、
に
も
か

か
わ
ら
ず
西
洋
文
明
は
間
違
い

な
く
輝
い
て
み
え
た
。 

 

し
か
し
、
今
、
百
数
十
年
を

経
て
、
「
文
明
の
輝
き
」
は
大

い
に
く
す
ん
だ
。
イ
メ
ー
ジ
は

大
き
く
変
わ
り
、
「
文
明
」
と

い
う
言
葉
自
体
、
概
念
も
、
意

味
も
さ
ま
ざ
ま
に
使
わ
れ
、
混

乱
し
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、

今
日
の
日
本
人
に
と
っ
て
「
文

明
」
は
西
洋
近
代
と
い
う
意
味

で
は
目
標
と
す
べ
き
も
の
で
は

な
く
な
っ
た
。 

 

そ
れ
は
何
故
か
。
日
本
が
そ

の
「
文
明
」
を
す
っ
か
り
摂
取

し
自
ら
成
熟
化
し
て
し
ま
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は

「
文
明
」
の
意
味
を
誤
解
し
外

形
ば
か
り
に
囚
わ
れ
て
い
る
か

ら
か
。
あ
る
い
は
そ
の
影
の
部

分
を
も
過
剰
に
取
り
込
ん
で
内

部
か
ら
腐
敗
が
生
じ
て
い
る
か

ら
で
あ
ろ
う
か
。
「
文
明
」
は

い
ま
や
様
々
な
問
題
を

は
ら
み
、
あ
き
ら
か
に

「
く
す
ん
だ
文
明
」
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

今
や
、
日
本
は
そ
の

先
に
あ
る
「
新
た
な
文

明
」
を
編
み
だ
さ
な
く

て
は
な
ら
な
い
立
場
に

あ
る
。
そ
れ
に
は
す
で

に
幾
多
の
提
言
が
な
さ

れ

て

い

る
。
い

わ

く

「
森
の

文
明
」
、
「
母

性
文
明
」
、
「
美
の
文

明
」
、
「
地

球
文

明
」

な
ど･･･ 

 

し
か
し
、
い
ず
れ
も

な
お
説
得
力
に
欠
け
る
憾
み
が

あ
る
。
わ
た
し
た
ち
は
い
ま
こ

そ
原
点
に
返
っ
て
「
目
ざ
す
べ

き
文
明
と
は
何
か
」
を
真
剣
に

考
え
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

そ
の
意
味
で
福
沢
諭
吉
や
久
米

邦
武
の
記
録
は
貴
重
な
テ
キ
ス

ト
だ
と
思
う
。
こ
の
二
人
の

「
文
明
へ
の
旅
」
を
も
う
一
度

「
学

び

直

す
」
こ

と

に

よ

っ

て
、
あ
る
い
は
「
未
来
」
が
見

え
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。 

 

四
月
二
十
四
日
に
総
会(

全
体
例
会
）
開
催 

 
  

新
方
針
の
発
表
と
ブ
ン
ブ
ン
ミ
ー
テ
イ
ン
グ 

「文明」が輝いていた頃 

   福沢と久米の「文明論」 

泉 三郎 

2010年新年懇親例会 
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二
〇
一
〇
年
新
年
懇
親
例
会

は
、
一
月
十
九
日
（
火
）
十
八
時

三
十
分
よ
り
、
昨
年
と
同
じ
日
比

谷
の
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ア
ラ
ス
カ
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。 

 

平
成
十
年
一
月
二
十
八
日
に
第

一
回
の
新
年
懇
親
例
会
を
国
際
文

化
会
館
で
開
催
し
て
か
ら
数
え
て

十
三
回
目
、
テ
ー
マ
国
別
開
催
が

始
ま
っ
て
か
ら
十
二
回
目
、
今
回

で
、
使
節
団
が
訪
問
し
た
十
二
カ

国
を
め
ぐ
る
旅
が
一
巡
し
た
こ
と

に
な
っ
た
。 

 

今
回
は
、
テ
ー
マ
国
を
オ
ラ
ン

ダ
と
し
た
が
、
昨
年
秋
、
こ
の
企

画
を
オ
ラ
ン
ダ
大
使
館
と
協
議
・

調
整
に
入
っ
た
と
き
が
、
ま
さ
に

日
本
・
オ
ラ
ン
ダ
年
二
〇
〇
八
～

二
〇
〇
九
が
終
了
し
よ
う
と
し
て

い
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
ま
こ
と
に
意
義
深
い
こ
と
で

あ
っ
た
。
一
六
〇
九
年
に
平
戸
に

オ
ラ
ン
ダ
商
館
が
開
設
さ
れ
て
よ

り
四
百
年
の
節
目
の
年
で
も
あ

り
、
日･

蘭
交
流
の
長
い
歴
史
を
考

え
れ
ば
、
当
会
の
新
年
懇
親
例
会

各
国
編
の
掉
尾
を
飾
る
に
相
応
し

い
会
に
な
っ
た
と
い
え
る
。 

 
会
は
、
紋
付
袴
に
威
儀
を
正
し

た
泉
代
表
の
新
年
挨
拶
か
ら
始
ま

り
、
つ
い
で
来
賓
祝
辞
に
移
り
、

オ
ラ
ン
ダ
年
に
因
み
平
戸
藩
主
の

ご
子
孫
で
第
四
十
一
代
の
当
主
で

お
ら
れ
る
松
浦
章
氏
、
使
節
団
ご

子
孫
を
代
表
し
て
大
久
保
利
泰

氏
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
を
は

じ
め
と
し
て
当
会
が
日
頃
か
ら
ご

指
導
を
い
た
だ
い
て
い
る
東
京
大

学
名
誉
教
授
の
芳
賀
徹
先
生
、
の

三
氏
か
ら
す
ば
ら
し
い
い
ご
挨
拶

を
い
た
だ
い
た
。
最
期
に
オ
ラ
ン

ダ
大
使
館
を
代
表
し
て
、
ゲ
ラ
ル

ド 

ミ
ッ
ヘ
ル
ス
全
権
公
使
の
ス

ピ
ー
チ
と
乾
杯
が
あ
り
、
第
一
部

は
終
了
し
歓
談
の
時
間
に
な
っ

た
。
（
ス
ピ
ー
チ
要
旨
は
後
述
） 

 

ご
来
賓
と
し
て
は
、
三
氏
の
ほ

か
、
オ
ラ
ン
ダ
大
使
館
か
ら
、
報

道
・
文
化
担
当
の
バ
ス 

ヴ
ァ
ル

ク
ス
氏
（
同
氏
の
日
本
語
は
す
ば

ら
し
い
）
が
出
席
さ
れ
た
。
大
使

館
に
は
貴
重
な
四
百
年
前
の
オ
ラ

ン
ダ
商
館
の
銅
版
画
や
、
オ
ラ
ン

ダ

各

地

の

風

景

写

真

の

ポ

ス

タ
ー
、
そ
の
他
日
本
・
オ
ラ
ン
ダ

年
関
連
の
沢
山
の
資
料
を
ご
提
供

い
た
だ
い
た
。
改
め
て
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
た
い
。 

 

ま
た
、
今
回
は
当
会
幹
事
で
あ

り
、
日
蘭
協
会
会
員
（
特
に
同
会

女
性
会
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る

リ
ー
フ
デ
会
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
会
の

会
員
）
で
も
あ
る
多
田
さ
ん
の
誘

い
で
、
こ
れ
ら
の
会
員
の
方
々
の

ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
出
来
た
。 

 

ま
た
、
今
回
は
、
記
念
す
べ
き

会
で
も
あ
る
の
で
、
多
く
の
関
係

者
の
ス
ピ
ー
チ
に
時
間
さ
く
こ
と

と
し
た
。
ご
登
壇
い
た
だ
い
た
の

は
使
節
団
の
ご
子
孫
の
の
な
か
か

ら
、
和
田
昭
允
氏
（
木
戸
孝
允
子

孫
）
、
岩
倉
具
房
氏
、
伊
藤
満
洲

雄

氏
、
田

邊

康

雄

氏
、
ま

た
、

リ
ー
フ
デ
会
の
秋
山
夏
子
会
長
、

オ
ラ
ン
ダ
と
の
交
流
が
深
い
佐
倉

市
の
蕨
和
雄
市
長
か
ら
ご
挨
拶
を

い
た
だ
い
た
。 

 
な
お
、
食
事
は
特
別
メ
ニ
ュ
ー

で
、
オ

ラ

ン

ダ

チ

ー

ズ
、
鰊
、

ム
ー
ル
貝
の
料
理
を
提
供
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
音
楽
（
バ
ッ
ク
グ

ラ
ン
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
）
に
は
大

使
館
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
音
楽
名
曲
集

の
Ｃ
Ｄ
を
拝
借
し
た
。 

 

司
会
は
、
前
半
を
山
田
、
後
半

を
多
田
が
担
当
し
た
。
参
加
者
は

百
四
名
、
学
生
さ
ん
（
六
名
）
を

中
心
に
若
い
方
々
の
参
加
者
が
多

か
っ
た
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
で

あ
っ
た
。 

  

新
年
懇
親
例
会
は
使
節
団
訪
問
国
を
一
巡 

 
 

オ
ラ
ン
ダ
を
テ
ー
マ
に 

 
  

華
や
か
に
、
賑
々
し
く
開
催 

２０１０年 

新年懇親例会 

現在の平戸の画像とスピーチする 

ミッヘルス全権公使 

オランダ大使館提供の画像

をスライド投影 

（上） 

平戸オランダ商館銅版画 

（下） 

現在の平戸オランダ商館跡 

 

右は参加者全員がいただい

たオランダ大使館からのお

土産（資料および記念品） 

 

（上段左から） 

和田昭允氏（木戸孝允ご子孫） 

岩倉具房氏（岩倉具視ご子孫） 

伊藤満洲雄氏（伊藤博文ご子孫） 

田邊康雄氏（田邊太一ご子孫） 

（右中） 

秋山夏子氏（リーフデ会会長） 

（右下） 

蕨和雄氏（佐倉市市長） 

第２部でスピーチされた各氏 

第２部司会 

多田幸子氏 

平戸藩主ご子孫の松浦章氏（左）と歓談する 

ゲラルド・ミッヘルス全権公使（中） 

オランダ大使館報道・文化担当 

 バス・ヴァルクス氏（右） 

会員の誘いで

学 生・大 学 院

生も参加 
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最
期
に
、
簡
単
に
新
年
懇
親
例

会
の
歴
史
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

第
一
回
は
前
述
の
と
お
り
平
成
十

年
一
月
に
開
催
さ
れ
た
。
「
使
節

団
」
は
旅
の
初
め
て
の
お
正
月

（
西
洋
暦
）
を
、
太
平
洋
上
の
船

の
中
で
迎
え
、
ポ
ン
ケ
（
パ
ン

チ
）
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
た
こ
と
が

『
実
記
』
に
も
記
載
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
に
因
ん
で
当
会
で
も
新

年
会
を
行
っ
た
。 

 

第
二
回
は
パ
リ
を
テ
ー
マ
と
し

て
開
催
さ
れ
た
が
、
訪
問
国
の

テ
ー
マ
を
恒
例
と
し
た
の
は
第
三

回
ド
イ
ツ
（
銀
座
の
ビ
ヤ
ホ
ー
ル･

ラ
イ
オ
ン
六
階
を
借
り
切
っ
て
お

こ
な
わ
れ
た
）
か
ら
で
第
二
回
の

パ
リ
（
フ
ラ
ン
ス
）
か
ら
以
降
ド

イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、

ア
メ
リ
カ
、
ス
イ
ス
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
デ
ン
マ
ー

ク
、
ロ
シ
ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

そ
し
て
今
年
の
オ
ラ
ン
ダ
で
、
使

節
団
が
訪
問
し
た
十
二
カ
国
を
一

巡
し
た
こ
と
に
な
る
。 

 

こ
の
十
二
年
間
、
各
国
大
使
館

を
は
じ
め
多
く
の
方
々
に
ご
協

力
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
会
員
各
位
の
熱
心
な
支

援
体
制
、
特
に
企
画
・
折
衝
、
会

場

の

受

付
、
設

営
、
音

楽
、
映

像
、
写
真
の
実
務
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
の
会
員
の
力
が
高
い

総
合
力
と
な
っ
て
存
分
に
発
揮
さ

れ
た
こ
と
が
、
こ
れ
だ
け
長
く
こ

の
新
年
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
す
る
力

と
な
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
記

し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

泉
三
郎
代
表 

 
使
節
団
は
、
一
八
七
三
年
二
月

二
十
四
日
オ
ラ
ン
ダ
に
入
り
ま
し

た
。
寒
い
時
期
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
ゆ
っ
た
り
と

し
た
時
間
を
過
ご
し
た
よ
う
で

す
。
そ
れ
は
両
国
の
長
年
に
わ
た

る
友
好
関
係
を
反
映
し
た
も
の
で

あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
本
日
は
、
大

勢
の
方
々
の
ご
出
席
を
頂
き
、
御

礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
一
期
一
会

の
縁
を
結
ん
で
、
懇
親
を
深
め
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

松
浦
章
氏 

 

松
浦
藩
（
私
ど
も
は
、
マ
ツ
ロ

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
あ
の
地
域
の

古
称
、
末
盧
国
か
ら
き
た
も
の

か
）
の
平
戸
に
オ
ラ
ン
ダ
商
館
が

出
来
た
四
百
年
前
の
こ
と
で
す

が
、
最
初
の
頃
は
、
蔵
の
つ
い
た

民
家
を
商
館
と
し
て
い
た
よ
う
で

す
。
そ
れ
以
来
松
浦
家
と
オ
ラ
ン

ダ
国
の
関
係
は
緊
密
で
あ
り
、
昨

年
も
、
オ
ラ
ン
ダ
年
の
事
業
に
協

力
し
て
松
浦
資
料
博
物
館
で
展
示

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
現
在
で
も

オ
ラ
ン
ダ
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
「
和

魂
洋
才
」
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

オ
ラ
ン
ダ
と
の
友
好
を
今
後
も
深

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

大
久
保
利
泰
氏 

 

私
は
利
通
か
ら
数
え
て
四
代
目

で
あ
り
、
松
浦
家
が
四
十
一
代
と

伺
い
そ
の
歴
史
の
長
さ
に
驚
い
て

お
り
ま
す
。
本
日
は
利
通
に
か
か

わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
一
つ
ご
紹
介

し
ま
す
。
使
節
団
は
ワ
シ
ン
ト
ン

滞
在
中
北
部
巡
覧
の
旅
に
出
て
ボ

ス
ト
ン
で
音
楽
会
に
招
待
さ
れ
ま

す
が
、
そ
の
時
、
ヨ
ハ
ン
シ
ュ
ト

ラ
ウ
ス
が
自
ら
指
揮
を
し
て
、

「
酒
、
女
、
歌
」
を
演
奏
し
た
こ

と
が
記
録
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

実
は
こ
の
時
、
利
通
は
伊
藤
と
共

に
日
本
へ
委
任
状
を
取
り
に
帰
国

し
て
い
た
の
で
、
折
角
の
演
奏
会

を
聞
い
て
い
な
い
の
で
す
。
利
通

が
聞
い
て
い
た
ら
ど
ん
な
感
想
を

残
し
た
で
し
ょ
う
か
。
私
は
子
孫

と
し
て
残
念
に
思
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。 

芳
賀
徹
先
生 

 

オ
ラ
ン
ダ
は
、
西
欧
諸
国
の
な

か
で
、
わ
が
国
が
最
も
長
く
、
親

し
く
、
和
や
か
で
（
和
蘭
と
言
う

文
字
が
示
す
よ
う
に
）
安
定
し
た

関
係
を
保
っ
て
き
た
国
で
す
が
、

こ
れ
は
貿
易
を
中
心
に
し
て
軍

事
、
宗
教
を
入
れ
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う
。
こ
と
に

幕
末
に
お
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
が
海

軍
伝
習
所
な
ど
を
通
し
て
、
質
の

高
い
文
明
（
学
術･

技
術
）
を
伝
え

て
く
れ
た
の
は
オ
ラ
ン
ダ
が
日
本

に
と
っ
て
、
よ
き
先
輩
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
そ

し
て
よ
き
友
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。
こ
の
会
の
活
動
は

か
ね
て
よ
り
承
知
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
ま
す
ま
す
視
野
を
拡
大

し
、
過
去
か
ら
現
在
に
至
る
オ
ラ

ン
ダ
の
総
て
を
研
究
し
て
行
く
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

（
先
生
の
挨
拶
は
、
幕
末
日
蘭
交

流
史
と
も
言
え
る
内
容
で
、
総
て

を
お
伝
え
で
き
ず
残
念
に
思
い
ま

す
。
敷
衍
さ
れ
た
主
な
人
名
を
挙

げ
れ
ば
、
ケ
ン
ペ
ル
、
シ
ー
ボ
ル

ト
、
カ
ピ
テ
ン 

デ
ィ
ー
ケ
ほ
か

七
～
八
名
に
及
び
、
ま
た
福
沢
、

榎
本
ほ
か
の
日
本
か
ら
の
オ
ラ
ン

ダ
留
学
生
に
も
言
及
さ
れ
て
い
ま

す
。
） 

ミ
ッ
ヘ
ル
ス
全
権
公
使 

 

岩
倉
使
節
団
は
、
オ
ラ
ン
ダ
訪

問
に
お
い
て
、
産
業
界
を
は
じ
め

各
方
面
の
人
々
と
交
流
し
、
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
。
ま

た
大
小
の
都
市
、
大
学
（
ラ
イ
デ

ン
）
美
術
館
、
博
物
館
を
訪
問

し
、
特
に
ラ
イ
デ
ン
で
は
、
シ
ー

ボ
ル
ト
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
見
学

し
ま
し
た
が
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
は
現
在
の
日
本
で
は

入
手
で
き
な
い
物
も
多
く
、
今
で

も
研
究
者
や
、
観
光
客
が
大
勢
見

学
に
来
て
い
ま
す
。
私
の
前
の
ス

ピ
ー
カ
ー
の
方
々
が
言
及
さ
れ
た

よ
う
に
、
オ
ラ
ン
ダ
が
、
科
学
、

教
育
、
技
術
な
ど
の
面
で
日
本
の

進
歩
に
さ
さ
や
か
な
貢
献
が
出
来

た
の
で
あ
れ
ば
ま
こ
と
に
喜
ば
し

く
思
い
ま
す
。
以
下
日
本
語
で

「
岩
倉
使
節
団
の
歴
史
と
、
世
界

の
よ
り
よ
き
未
来
の
た
め
に
、
教

育
、
文
化
、
科
学
の
交
流
を
重
視

し
て
い
る
皆
様
と
共
に
乾
杯
、
両

国
の
交
流
が
永
く
続
く
こ
と
を

祈
っ
て
」
（英
語
） 

 
 
 
 
 

（
文
責
）
山
田 

哲
司 

 
 
 
 
 

（
写
真
）
橋
本 

吉
信 

挨
拶
要
旨
（第
一
部
） 

司会 

山田哲司氏 
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会
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
幹

事
会
で
も
企
画
委
員
会
で
も
議
論

が
す
す
め
ら
れ
、
一
般
会
員
に
も

ア
ン
ケ
ー
ト
で
意
見
を
聞
い
て
き

た
。
そ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
、

次
の
よ
う
な
私
案
を
ま
と
め
幹
事

会
で
も
検
討
中
で
あ
る
。
そ
こ
で

総
会
で
は
こ
れ
ら
に
基
づ
く
新
方

針
を
う
ち
だ
す
予
定
で
あ
り
、
そ

の
具
体
化
に
つ
い
て
会
員
諸
兄
姉

の
理
解
と
知
恵
と
協
力
を
仰
ぎ
た

い
。 

一
．
会
の
基
本
理
念
と
ア
イ
デ
ン

テ
イ
テ
イ 

 

当
会
の
基
本
理
念
は
、
「
岩
倉

使
節
団
」
と
「
米
欧
回
覧
実
記
」

の
か
か
わ
り
に
あ
る
。
会
の
ア
イ

デ
ン
テ
イ
テ
イ
と
は
何
か
、
そ
れ

は
次
の
四
つ
と
考
え
る
。 

 

①
明
治
の
使
節
団
が
も
っ
て
い

た
公
の
た
め
の
「
使
命
感
」
、

「
サ
ム
ラ
イ
マ
イ
ン
ド
」
②
「
米

欧
回
覧
実
記
」
の
も
っ
て
い
た

「
文
明
論
的
」
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
点
」
③
「
日
本
近
代
史
」
を

学
ん
で
き
た
実
績
を
踏
ま
え
て
の

歴
史
認
識
、
歴
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ

④
メ
ン
バ
ー
の
日
本
の
直
面
す
る

現
未
来
問
題
へ
の
問
題
意
識
と
前

向
き
の
姿
勢
。 

 

こ
こ
で
い
う
「
使
命
感
」
は
全

体
に
共
通
し
て
お
り
、
②
～
④
ま

で
は
現
行
の
三
つ
の
部
会
の
活
動

に
対
応
し
て
い
る
。 

二
．
今
後
の
展
開
に
つ
い
て 

 

こ
れ
ま
で
の
「
内
輪
の
勉
強

会
」
的
存
在
か
ら
、
外
向
け
の
開

か
れ
た
「
塾
」
的
な
存
在
に
展
開

で
き
な
い
か
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
も

そ
の
こ
と
が
望
ま
れ
る
。 

 

例
え
ば
・
・
・ 

 

「
米
欧
回
覧
実
記
を
読
む
会
」
は

「
文
明
塾
」
へ
、
「
歴
史
部
会
」

は
「
歴
史
塾
」
へ
、
「
現
未
来
部

会
」
と
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ン

研
究
会
」
は
、
「
提
言
塾
」
（
提

言
道
場
）
へ
。 

三
．
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
案 

 
 

当
会
メ
ン
バ
ー
の
潜
在
力
お
よ

び
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
最
大
限
に

生
か
し
な
が
ら
、
メ
ン
バ
ー
の 

 

相
互
研
修
と
併
せ
て
若
い
会
員
の

研
修
に
寄
与
す
。
ま
た
、
外
部
へ

の
啓
蒙
・
啓
発
活
動
も
行
い
、
現

下
の
日
本
の
直
面
す
る
諸
問
題
に

も
提
言
し
て
い
く
。 

①
出
版
事
業
（
「
紀
要
」
の
よ
う

な
形
式
で
も
よ
い
）
。 

例
え
ば
、 

 

・
実
記
を
読
む
会
で
は 

英
語
版

に
触
発
さ
れ
「
実
記
・
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
」
を
編
集
出
版
す
る 

 

・
歴
史
部
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

「
近
代
日
本
史
の
研
究
」
か
ら
何

ら
か
の
も
の
を
ま
と
め
る 

 

・
現
未
来
ま
た
は
グ
ロ
ー
バ
ル

ジ
ャ
パ
ン
研
究
会
で
も
、
そ
の
成

果
を
出
版
・
ネ
ッ
ト
発
信
す
る 

②
「
岩
倉
使
節
団
」
と
「
米
欧
回

覧
実
記
」
を
よ
り
広
く
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
大
学
院
や
各
種 

 
 

研
究
団
体
、
各
種
博
物
館
他
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
全

国

的

に

講

演

会
・
映

写

会

を 
 
 

展
開
す
る 

③
本
会
活
動
に
つ
い
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る 

  

研
修
内
容
や
提
言
内
容
を
ウ
エ

ブ
で
流
す
。
現
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
活
用
、
既
存
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

オ
、
出
版
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
、 

映

像
、
音
楽
の
併
用
、
最
新
の
Ｉ
Ｔ

技
術
を
活
用
す
る
。 

■
歴
史
部
会
報
告
■ 

◎
三
井
八
郎
右
衛
門
高
棟
と
団
琢

磨 

 

二
月
二
十
二
日
開
催
、
参
加
者

二
十
名
。 

 

明
治
大
学
の
名
誉
教
授
で
あ

り
、
現
に
「
三
井
記
念
美
術
館
」

を
管
轄
す
る
「
三
井
文
庫
」
の
文

庫
長
で
も
あ
る
由
井
常
彦
氏
に
お

話
を
う
か
が
っ
た
。
由
井
氏
は
日

本
経
営
史
研
究
所
の
名
誉
会
長
を

務
め
ら
れ
、
「
人
物
で
読
む
日
本

経
済
史
」
シ
リ
ー
ズ
の
十
六
巻
の

全
巻
監
修
も
さ
れ
て
い
る
の
で
、

生
き
生
き
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交

え
て
三
井
の
人
間
像
を
語
ら
れ
大

変
興
味
あ
る
講
話
だ
っ
た
。 

 

人
物
に
つ
い
て
は
標
題
の
お
二

人
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
周
辺

の
、
益
田
孝
、
岩
原
謙
三
、
藤
原

銀
治
郎 

武
藤
山
治
、
小
林
一
三

な
ど
に
も
及
び
、
経
済
人
と
し
て

の
面
よ
り
も
む
し
ろ
文
化
面
、
と

り
わ
け
茶
の
湯
や
美
術
と
の
か
か

わ
り
を
重
点
に
紹
介
さ
れ
た
。 

 

 

さ
て
、
三
井
家
は
十
一
家
あ

り
、
総
家
だ
け
で
四
家
あ
る
。
そ

の
総
領
家
が
北
家
で
、
そ
の
当
主

が
三
井
八
郎
右
衛
門
高
棟
で
あ

る
。
高
棟
は
三
井
家
と
親
し
か
っ

た
井
上
馨
の
す
す
め
で
幼
少
時
か

ら
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
、
帰
国
後

は
益
田
孝
や
そ
の
後
継
者
と
な
っ

た
団
琢
磨
と
協
力
し
て
三
井
財
閥

の
基
盤
を
築
き
上
げ
て
い
く
。
そ

し
て
一
方
で
は
、
茶
の
湯
や
能
に

親
し
み
、
そ
の
保
存
普
及
に
つ
と

め
、
茶
室
「
如
庵
」
を
移
築
し
、

美
術
品
を
集
め
、
ま
た
能
楽
堂
を

建
て
能
楽
師
を
支
援
し
た
。 

 

益
田
孝
は
、
三
井
物
産
の
創
業

社
長
で
三
井
財
閥
の
形
成
発
展
に

大
き
く
貢
献
し
た
が
、
一
方
で

「
鈍
翁
」
と
号
す
る
茶
人
で
あ

り
、
美
術
の
愛
好
家
、
パ
ト
ロ
ン

で
も
あ
っ
た
。
そ
の
益
田
孝
の
後

継
者
に
指
名
さ
れ
た
の
が
団
琢
磨

で
あ
る
。
団
は
岩
倉
使
節
団
に
随

行
し
て
十
四
歳
で
ア
メ
リ
カ
に
留

学
し
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
（
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
工
科
大
学
）
の
採
鉱
冶
金

科
を
卒
業
す
る
。
そ
し
て
、
帰
国

後
東
大
で
教
壇
に
た
つ
が
、
そ
こ

で
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
知
り
合
い
美
術

へ
の
関
心
も
深
め
る
。
団
は
そ
の

後
、
三
井
炭
坑
に
入
り
、
画
期
的

な
ポ
ン
プ
の
採
用
で
難
題
の
出
水

問
題
を
解
決
し
、
画
期
的
な
業
績

を
挙
げ
て
三
井
の
ド
ル
箱
事
業
に

仕
立
て
上
げ
る
。
そ
う
し
た
経
歴

か
ら
、
益
田
は
団
を
三
井
合
名
の

理
事
長
に
推
薦
し
、
三
井
家
と
の

間
も
と
り
も
ち
、
団
は
、
そ
の
付

託
に
よ
く
応
え
た
。
団
は
ア
メ
リ

カ
留
学
の
体
験
か
ら
日
本
に
も
経

済
人
と
く
に
大
企
業
経
営
者
の
倶

楽
部
が
必
要
だ
と
し
て
日
本
工
業

倶
楽
部
を
設
立
、
欧
米
人
を
招
い

て
ダ
ン
ス
も
出
来
る
設
備
も
も
つ

堂
々
た
る
建
築
の
倶
楽
部
を
つ
く

り
初
代
理
事
長
に
な
っ
た
。 

 

ま
た
当
時
、
英
語
で
ス
ピ
ー
チ

が
出
来
る
数
少
な
い
財
界
人
で
も

あ
っ
た
の
で
、
大
正
期
に
敢
行
さ

れ
た
米
欧
派
遣
の
財
界
使
節
団
の

団
長
と
な
り
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
で
も
「
技

術
の
使
命
と
本
質
」
と
題
し
て
演

説
を
し
喝
采
を
得
る
。
そ
の
ス

ピ
ー
チ
が
有
力
者
に
も
大
い
な
る

感
銘
を
与
え
、
そ
れ
が
契
機
と

な
っ
て
東
洋
人
へ
の
評
価
が
高
ま

り
、
以
後
Ｍ
Ｉ
Ｔ
は
東
洋
か
ら
の

留
学
生
に
門
戸
を
ひ
ら
く
よ
う
に

な
り
、
ボ
ス
ト
ン
で
の
東
洋
美
術

へ
の
関
心
も
高
ま
っ
た
と
い
う
。 

 

三
井
家
の
人
々
は
高
棟
は
じ
め

各
家
の
当
主
も
、
ま
た
三
井
グ

ル
ー
プ
の
益
田
を
は
じ
め
団
や
岩

原
謙
三
、
藤
原
銀
治
郎
、
小
林
一

三
な
ど
も
茶
の
湯
に
親
し
み
、
美

術
品
を
愛
好
し
、
日
本
の
伝
統
文

化
の
保
存
維
持
に
貢
献
し
た
。 

 

さ
て
、
現
代
の
実
業
家
、
財
界

人
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
「
先
人
た

ち
に
倣
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

茶
の
湯
や
美
術
愛
好
を
始
め
る
の

は
、
ま
あ
還
暦
あ
た
り
か
ら
で
も

い
い
の
で 

は
な
い
か
」
と
の
お
話

で
し
た
。 

 
 
 
 
 

（
文
責
）
小
野
博
正 

 
 

「米
欧
亜
回
覧
の
会
」の
基
本
理
念
と 

 
 

 
  

今
後
の
展
開
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 

 

（
泉 

三
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佐
賀
城
本
丸
博
物
館
の
館
長
で

あ
る
杉
谷
昭
先
生
（ 

佐
賀
大
学
名

誉
教
授
）
か
ら
、
こ
の
た
び
「
葉

隠
研
究
」
（
葉
隠
三
百
年
特
集

号
。
二
〇
一
〇
年
二
月
二
十
三
日

発
行
）
の
寄
贈
を
う
け
ま
し
た
。

そ
の
中
に
『
米
欧
回
覧
実
記
』
・

異
聞
と
い
う
極
め
て
興
味
あ
る
小

論
が
あ
り
ま
す
の
で
、
先
生
の
ご

了
解
を
得
て
抄
録
転
載
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
岩

倉
具
視
の
書
翰
他
に
よ
っ
て
当
時

の
生
々
し
い
状
況
が
よ
く
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。
論
拠
に
な
る
資
料

は
、
主
に
「
岩
倉
具
視
関
係
文

書
」
全
六
巻
の
中
に
あ
る
「
岩
倉

具
視
書
翰
集
」
で
す
。 

 

な
お
、
先
生
は
平
成
十
七
年
四

月
の
本
会
例
会
で
「
和
魂
漢
才
か

ら
和
魂
洋
才
へ
・
久
米
邦
武
の
知

的
背
景
」
に
つ
い
て
ご
講
演
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
内
容
は
ニ
ュ
ー

ス
三
十
九
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 
 
 
 
 

（
泉 

三
郎
） 

【
抄
録
】 

（
一
）
久
米
邦
武
の
特
殊
任
務 

 

①
明
治
四
年
十
一
月
二
十
六

日
、
太
平
洋
に
て
、
東
久
世
通
禧

代
筆
（
東
久
世
は
宮
内
省
・
侍
従

長
の
立
場
で
使
節
団
に
参
加
・
筆

者
注
）
の
太
政
大
臣
三
条
実
美
宛

書
翰
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
安

着
の
報
と
、
「
昼
夜
間
断
無
く
走

艦
、
太
平
洋
の
名
称
、
空
し
か
ら

ず
、
風
波
平
穏
、
座
し
た
る
が
如

し
、
一
同
従
容
、
愉
快
の
到
に

候
、
御
国
人
、
乗
組
総
計
一
百
三

十
六
人
、
内
婦
人
五
人
、
到
末

に
、
一
人
之
病
患
も
こ
れ
無
く
、

幸
甚
、
こ
れ
に
過
ず
候
、
」
と
し

て
「
万
端
御
安
心
の
為
、
一
筆
な

が
ら
、
飛
脚
船
、
洋
中
行
合
候
旨

ニ
つ
き
、
早
卆
、
相
認
申
候
」
と

前
置
き
を
し
て
、
さ
ら
に
、
「
木

戸
・
大
久
保
輩
よ
り
も
宜
し
く
申

上
べ
き
旨
ニ
御
座
候
」
、
「
西

郷
・
大
隈
・
板
垣
へ
も
宜
し
く
、

御
鳳
声
給
う
べ
く
候
」
な
ど
と
あ

り
、
岩
倉
の
子
供
二
人
も
「
至
っ

て
無
事
」
と
私
的
な
こ
と
も
伝
え

て
い
る
。
ま
た
和
歌
五
首
も
詠
ん

で
い
る
。 

 

②
明
治
四
年
十
二
月
二
十
一

日
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
よ
り
、

東
久
世
通
禧
代
筆
に
よ
る
三
条

宛
。
前
文
に
つ
づ
い
て
十
五
項
目

述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
第
四
項

に
、 

「
発
途
前
、
俄
ニ
願
立
、
久
米
某

召
連
れ
候
、
右
は
、
機
密
史
官
ノ

処
ニ
申
し
付
、
書
記
官
ニ
管
せ

ず
、
公
私
混
交
、
聞
見
ニ
任
セ
、

諸
事
書
付
致
さ
せ
候
、
上
の
御
慰

に
も
相
成
り
候
哉
と
御
賢
考
次

第
、
宜
し
く
参
議
中
ハ
勿
論
、
外

務
省
副
島
・
寺
島
等
へ
御
見
セ
相

い
願
い
候
、
出
船
指
急
候
間
、
清

書
の
暇
こ
れ
無
く
、
草
案
の
侭
さ

し
上
げ
候
」 

と
あ
っ
て
、
久
米
の
登
用
は
特
別

の
配
慮
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
実
際
に
久
米
が
「
権
少
外

史
」
に
任
命
さ
れ
、
同
時
に
欧
米

出
張
命
令
が
出
さ
れ
た
の
は
明
治

四
年
十
一
月
五
日
、
出
発
十
二
日

の
七
日
前
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関

連
す
る
史
料
を
他
に
も
と
め
る

と
、
前
述
の
「
米
欧
滞
在
中
書

翰
」
二
十
三
通
の
う
ち
（
四
）
明

治
四
年
十
二
月
十
九
日
付
・
三
条

宛
書
翰
の
綱
文
を
み
る
と
、 

 

「
発
途
前
願
立
て
久
米
某
召
連
れ

機
密
吏
官
の
処
に
申
付
け
、
公
私

混
交
聞
見
に
任
せ
諸
事
書
付
、

（
中
略
）
そ
し
て
後
段
で
は 

 

「
久
米
少
史
へ
仰
付
の
別
記
録
草

稿
未
だ
到
達
せ
ず
、
着
け
ば
早
々

御
覧
に
呈
す
べ
し
、
他
」 

と
な
っ
て
、
内
容
は
天
皇
上
覧
の

こ
と
も
あ
り
、
「
時
々
刻
々
」
の

報
告
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。(

中
略
）
つ
ま
り
、
極
端

な
場
合
は
「
天
覧
」
の
こ
と
も
示

唆
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
現

在
、
久
米
美
術
館
蔵
の
尨
大
な
史

料
、
久
米
が
海
外
か
ら
蒐
集
し
た

銅
版
画
・
絵
は
が
き
・
写
真
な
ど

は
、
久
米
の
任
務
遂
行
の
強
い
責

任
感
が
う
か
が
わ
れ
る
。
従
来
、

単
に
彼
の
好
奇
心
と
研
究
心
の
結

果
と
み
ら
れ
て
い
た
が
、
岩
倉
の

命
令
と
期
待
に
も
と
づ
く
と
こ
ろ

も
大
き
か
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

（
二
）
「
三
条
使
節
団
」
構
想
の

こ
と 

 

大
久
保
利
謙
先
生
も
『
岩
倉
使

節
の
研
究
』
（
宗
高
書
房
・
一
九

七
六
）
に
お
い
て
、
廃
藩
置
県

（
七
月
十
四
日
）
が
断
行
さ
れ
た

翌
年
の
明
治
四
年
八
月
二
十
日
ご

ろ
、
大
隈
は
条
約
改
正
交
渉
の
た

め
の
使
節
の
派
遣
と
、
み
ず
か
ら

が
そ
の
使
節
に
な
る
こ
と
を
発
議

し
て
、
閣
議
は
そ
れ
を
、
一
応
内

定
し
た
（
推
定
）
と
推
論
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
大
隈
主
導
か
ら
岩

倉
（
大
久
保
）
主
導
へ
移
行
し
た

経
過
に
つ
い
て
は
、
未
だ
明
ら
か

で
は
な
い
。
（
中
略
） 

 

勝
田
政
治
『
〈
政
事
家
〉
大
久

保
利
通
』
（
講
談
社
選
書
メ
チ

エ
・
二
七
三
・
二
〇
〇
三
年
）
で

は
、 

 

「
こ
の
発
議
に
よ
り
（
明
治
五

年
五
月
二
十
六
日
・
交
渉
開
始
予

定
で
、
そ
の
予
備
交
渉
と
し
て
）

大
隈
を
団
長
と
す
る
大
隈
使
節
団

な
る
も
の
が
内
定
し
た
が
、
大
久

保
や
岩
倉
の
「
策
謀
」
に
よ
り
、

岩
倉
使
節
団
へ
と
転
換
さ
れ
た
、

と
従
来
説
か
れ
て
き
た
。
し
か
し

最
近
の
研
究
で
は
、
大
隈
使
節
団

で
は
な
く
、
三
条
太
政
大
臣
を
全

権
使
節
と
し
、
そ
れ
に
大
隈
が
随

行
す
る
（
三
条
使
節
団
）
構
想
で

あ
り
、
太
政
大
臣
の
派
遣
が
困
難

な
こ
と
か
ら
岩
倉
使
節
団
へ
と

（
自
然
に
）
変
更
さ
れ
た
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
（
鈴
木
栄
樹

「
岩
倉
使
節
団
編
成
過
程
へ
の
新

た
な
視
点
」
）
」
と
説
明
さ
れ

る
。 

（
三
）
フ
ル
ベ
ッ
キ
の
「
内
々
差

出
候
書
」 

 

前
述
の
よ
う
に
、
久
米
に
課
せ

ら
れ
た
「
機
密
史
官
」
と
し
て
の

「
枢
密
記
録
」
（
大
使
附
属
枢
密

記
録
等
可
上
取
調
候
事
・
久
米
美

術
館
蔵
「
諸
辞
令
写
」
特
命
全
権

大
使
）
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
長

崎
・
致
遠
館
教
師
フ
ル
ベ
ッ
キ
の

助
言
・
「
一
米
人
フ
ル
ベ
ッ
キ
よ

り
内
々
差
出
候
書
」
（
『
木
戸
孝

允
関
係
文
書
』
）
に
も
と
づ
く
も

の
で
あ
る
。
（
中
略
） 

 

「
内
々
差
出
候
書
」
で
は
、
「
政

府
報
告
書
は
、
個
人
的
な
も
の
、

個
人
の
出
版
と
し
な
い
」
・
「
各

人
の
記
録
に
は
地
名
・
日
時
・
記

者
を
明
記
」
・
「
文
化
の
進
展
、

経
済
の
発
展
に
資
料
は
見
落
さ
な

い
」
・
「
帰
国
後
、
老
練
の
記
者

に
よ
っ
て
編
集
」
・
「
翻
訳
者
・

画
工
の
専
門
家
の
参
加
」
・
「
文

体
は
風
味
あ
り
清
麗
な
る
を
要

す
」
な
ど
と
あ
る
が
、
久
米
が
選

抜
さ
れ
、
目
的
は
果
た
さ
れ
た
の

で
あ
る
。 

＊
参
考
資
料
に
つ
い
て 

 

原
口
敬
明
氏
の
翻
刻
に
よ
る
、

「
欧
米
巡
遊
中
の
岩
倉
具
視
書
翰

集
」
、
「
廃
藩
置
県
研
究
会
」
創

刊

号
、
「
岩

倉

具

視

関

係

文

書
」
・
全

六

巻
（
北

泉

社
）
な

ど
。
な
お
、
「
岩
倉
岩
倉
具
視
書

翰
集
」
は
文
書
二
十
八
通
か
ら
な

る
。 

 

 
「米
欧
回
覧
実
記
・
異
聞
」 

 
  

 

久
米
邦
武
は
機
密
史
官
（吏
官
）だ
っ
た
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

杉
谷 

昭 
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■
第
百
三
十
五

回 

 

十

二

月

十

日
、
出
席
者
十

名
。
第
八
十
八

巻
西
班
牙
及
ヒ

葡
萄
牙
国
ノ
略

記 
。 

 

使
節
団
が
行

く
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
イ
ベ

リ
ア
半
島
の
二

つ
の
国
の
歴
史

に
つ
い
て
検
討
し
た
。 

 

現
在
の
両
国
の
住
民
の
中
核
を

な
す
人
々
は
、
ケ
ル
ト
・
イ
ベ
リ

ア
人
で
あ
る
。
八
世
紀
、
北
ア
フ

リ
カ
の
ム
ー
ア
人
（
西
班
牙
で

は
、
モ
ロ
人
と
呼
ぶ
）
が
侵
入
、

イ
ス
ラ
ム
文
明
を
齎
し
た
。
こ
れ

に
対
し
、
キ
リ
ス
ト
教
諸
王
国

は
、
国
土
回
復
運
動
（
レ
コ
ン
キ

ス
タ
）
を
続
け
た
。 

 

一
五
五
〇
年
か
ら
約
一
世
紀
の

間
は
、
西
班
牙
の
「
黄
金
世
紀
」

と
呼
ば
れ
た
。
十
七
世
紀
に
入
る

と
「
三
十
年
戦
争
」
が
起
き
る
。

こ
の
間
の
一
六
四
〇
年
に
、
葡
萄

牙
は
再
独
立
し
た
。
十
八
世
紀
に

入
る
と
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
朝
ス
ペ

イ
ン
は
断
絶
、
ス
ペ
イ
ン
（
王

位
）
継
承
戦
争
は
、
十
年
余
続
い

た
。
十

九

世

紀

は
、
「
振

子

政

治
」
の
時
代
と
い
わ
れ
る
。
使
節

団
在
欧
の
間
、
西
班
牙
は
「
革
命

の
六
年
間
」
と
い
わ
れ
る
時
代
で

あ
っ
た
。 

 

何
故
、
西
班
牙
の
「
黄
金
世

紀
」
は
、
続
か
な
か
っ
た
か
と
い

う
こ
と
に
関
し
、
一
つ
の
見
方
と

し
て
、
大
国
化
と
自
壊
が
同
時
進

行
し
て
い
た
た
め
に
繁
栄
は
短

か
っ
た
と
い
う
も
の
が
あ
る
。 

 
 
 
 

（
文
責
）
永
島 

脩
一
郎 

 

■
第
百
三
十
六
回 

 

一
月
十
四
日
、
出
席
者
十
四
名
。

第
九
十
三
巻
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
州
商
業

総
論 

。 

 

商
業
と
は
、
一
つ
は
、
物
を
移

動
す
る
こ
と
で
品
物
の
価
値
を
高

め
る
。
も
う
一
つ
は
、
斡
旋
、
す

な
わ
ち
仲
介
の
商
取
引
行
為
で
あ

る
。
欧
米
各
国
が
使
節
団
を
歓
迎

す
る
の
も
、
所
詮
、
貿
易
を
し
た

い
が
た
め
で
あ
る
。
商
業
こ
そ
欧

州
発
展
の
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
、
貿
易
統
計
、

貿
易
諸
手
続
き
、
各
種
市
場
な
ど

の
重
要
性
と
、
同
時
に
商
業
ル
ー

ル
と
共
に
、
権
謀
術
数
の
駆
け
引

き
の
重
要
性
を
も
説
く
。 

 

大
航
海
時
代
が
世
界
史
を
拓

き
、
画
期
的
に
旧
世
界
の
生
活
を

変

え

た
。
一

方

で
、
馬

や

牛
、

羊
、
豚
，
犬
、
ラ
ク
ダ
な
ど
の
家

畜
と
、
麦
や
米
の
文
化
が
新
世
界

に
も
た
ら
さ
れ
て
、
両
世
界
は
グ

ロ
ー
バ
ル
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

黄
金
の
ジ
パ
ン
グ
を
求
め
て
、
コ

ジ
パ
ン
グ
（
日
本
）
の
金
銀
銅

は
、
江
戸
時
代
に
は
世
界
一
の
産

出
量
と
貿
易
量
で
あ
っ
た
こ
と
。

ロ
ン
ド
ン
の
コ
ー
ヒ
ー
・
ハ
ウ
ス

か
ら
政
党
、
新
聞
雑
誌
の
メ
デ
ィ

ア
、
広
告
、
ロ
イ
ズ
保
険
会
社
な

ど
資
本
主
義
と
民
主
主
義
の
基
本

と
な
る
事
柄
が
発
展
し
た
こ
と
。

紅
茶
が
イ
ギ
リ
ス
の
食
事
文
化
を

生
み
、
ボ
ス
ト
ン
紅
茶
事
件
か
ら

ア
メ
リ
カ
の
独
立
に
い
た
る
経
緯

な
ど
、
物
か
ら
見
た
歴
史
を
検
証

し
た
。 

 

最
後
に
、
久
米
が
使
っ
て
い
た

時
計
は
ど
ん
な
時
計
だ
っ
た
か
。

グ
リ
ニ
ッ
ジ
が
、
国
際
標
準
時
と

な
っ
た
の
は
一
八
八
四
年
の
こ
と

で
、
そ
れ
ま
で
は
世
界
中
が
、
勝

手
な
時
計
を
使
用
し
て
い
た
の
で

あ
る
。 

          

（
文
責
）
小
野 

博
正 

■
第
百
三
十
七
回 

 

二
月
十
日
、
出
席
者
十
四
名
。

第
九
十
四
巻
地
中
海
航
程
ノ
記
。 

 

一
行
が
重
い
使
命
を
果
た
し
た

安
堵
感
で
全
体
が
表
徴
さ
れ
て
い

る
。
即
ち
マ
ル
セ
イ
ユ
か
ら
日
本

へ
向
か
う
帰
国
の
船
旅
で
、
ア
メ

リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
日
夜

に
亘
る
各
国
要
人
と
の
外
交
接

遇
、
重
商
農
工
を
中
心
と
し
た
視

察
調
査
等
で
多
忙
な
日
程
を
殆
ど

実
行
し
た
と
言
う
思
い
が
、
満
足

感
、
や
り
残
し
た
こ
と
へ
の
悔

悟
、
再
訪
す
る
可
能
性
が
無
い
か

も
し
れ
な
い
旅
へ
の
惜
別
、
帰
国

後
新
生
日
本
を
築
く
と
い
う
壮
大

な
野
望
等
、
複
雑
に
心
中
を
去
来

し
た
事
が
想
像
で
き
る
。
と
り
わ

け
マ
ル
セ
イ
ユ
を
発
ち
コ
ル
シ

カ
、
サ
ル
デ
ニ
ア
両
島
を
船
上
か

ら
遠
望
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
最

後
の
地
ナ
ポ
リ
に
足
跡
を
残
し

て
、
シ
チ
リ
ア
島
に
向
か
う
船
上

で
の
記
述
は
、
久
米
に
は
珍
し
く

感
傷
的
な
思
い
が
滲
み
出
て
い

る
。 

 

江
戸
時
代
末
期
、
す
で
に
二
つ

の
幕
府
使
節
団
が
似
た
ル
ー
ト
を

航
行
し
て
い
る
事
に
は
、
何
故
か

一
言
も
触
れ
て
い
な
い
が
、
一
行

に
と
っ
て
は
安
ら
ぎ
の
船
旅
で

あ
っ
た
と
言
え
る
。 

 
 
 
 
 
 

（
文
責
）
堀
江 

興 

■
第
七
十
七
回 

 

十
二
月
十
七
日 

 
Ch.54

 
Record 

of
 
the

 
City

 
of 

Amsterdam 
 

 

使
節
一
行
は
オ

ラ
ン
ダ
逗
留
十
二

日
間
の
う
ち
中
四

日
間
を
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
で
の
王

宮
、
美
術
館
、
動

物
園
、
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
研
磨
場
、
運

河
建
設
現
場
等
の
巡
覧
や
、
駐
日

公
使
、
王
族
各
位
主
催
の
晩
餐
会

出
席
に
費
や
し
た
。 

 
銀
器
工
場
で
は
銀
の
電
解
法

を
、
動
物
園
で
は
人
工
孵
化
の
養

魚
法
を
実
見
し
た
。
訪
れ
た
美
術

館(

現
王
立
美
術
館
の
前
身)

に
つ

い
て
は
、
多
分
現
在
収
蔵
さ
れ
て

い
る
レ
ン
ブ
ラ
ン
や
フ
ェ
ル
メ
ー

ル
な
ど
の
名
画
を
見
る
機
会
も
な

く
単
に
「
他
ノ
記
ス
ベ
キ
コ
ト
ナ

シ
」
と
の
感
想
を
述
べ
る
に
留
め

て
て
い
る
が
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
研

磨
場
の
所
で
は
古
代
支
那
王
翰(

六

八
七
～
七
二
六)

の
唐
詩
か
ら
の
一

節
「
葡
萄
美
酒
夜
光
杯
」
を
引
用

し
て
、
夜
光
杯
と
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
細
工
を
施
し
た
玻
璨
杯
の
こ
と

と
解
説
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 

（
文
責
）
岡
部 

国
雄 

■
第
七
十
八
回 

 

一
月
十
四
日
、Ch.55 

A
 Gen-

eral
 
Survey

 
of

 
the

 
Country 

of Prussia  

 

本
章
は
プ
ロ
シ
ア
の
地
理
、
歴

史
、
産
業
を
中
心
に
久
米
が
詳
細

に

国

情

を

調

査

報

告

し

た 
 
 

長
い
章
（
二
十
一
頁
）
で
、
ど
の

テ
ー
マ
も
奥
が
深
く
、
千
年
に
も

及
ぶ
欧
州
史
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
、
注
記
の
あ
る
部
分
を
中
心
に

森
本
氏
と
岩
崎
氏
が
手
分
け
し
て

報
告
し
た
。 

 

久
米
や
翻
訳
者
の
勘
違
い
で
、

方
角
の
間
違
い
や
、
統
計
数
字
の

間
違
い
が
相
変
わ
ら
ず
目
立
っ

た
。
た
と
え
ば
、
方
向
音
痴
の
久

米
が
、
東
に
位
置
す
る
ブ
ラ
ン
デ

ン
ブ
ル
グ
を
南
と
し
た
り
、
羊
毛

生
産
高
百
八
十
百
万
ポ
ン
ド
を

「
ｔ
ｏ
ｎ
」
と
誤
訳
し
た
り
、
藍

の
生
産
地
南
ア
メ
リ
カ
をafrica

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
鉄
道
の
国

実記を読む会報告 

連絡 桑名 正行 

mkuwana@nifty.com 

Tel&Fax  03-3642-9570 

英訳実記を読む会報告 

連絡 岩崎洋三 

iwasaki-yz@jcom.home.ne.jp 

Tel &Fax  03-3488-0532   

ナポリ全景とヴェスヴィオ火山 

（『実記』） 
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 営
民
営
仕
分
け
の
部
分
で
「
私
社

ニ
テ
架
成
セ
ル
三
路
線
ニ
テ
、
政

府
ヨ
リ
預
カ
リ
統
理
ス
ル
」
と
記

述
し
た
部
分
は
、
「
政
府
が
」
と

解
さ
ね
ば
意
味
が
通
じ
な
い
が
、

日
本
人
に
も
そ
の
様
な
格
助
詞

「
ヨ
リ
」
の
用
法
が
あ
る
の
か
覚

束
な
い
状
況
で
は
、
翻
訳
者
が
建

設
者
と
運
行
者
を
取
り
違
え
て
し

ま
っ
た
の
を
責
め
る
気
に
は
な
れ

な
か
っ
た
。
歴
史
の
部
分
は
興
味

津
々
な
の
だ
が
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝

国
や
騎
士
団
、
宗
教
改
革
等
キ
リ

ス
ト
教
に
か
か
わ
る
部
分
は
平
均

的
な
日
本
人
に
は
難
解
だ
っ
た
。 

 
 
 
 
 

（
文
責
）
岩
崎 

洋
三 

■
第
七
十
九
回 

 

二
月
十
八
日
、
出
席
者
七
名
、 

 
C
h
.
56

 
A
 
Re
c
o
rd

 
of

 
t
h
e 

J
o
u
r
n
e
y
 
b
y
 
R
ai
l
 
t
h
ro
u
g
h 

W
e
s
t
e
rn
 
P
ru
s
s
ia 

 

オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
か
ら
ベ
ル

リ
ン
ま
で
の
旅
行
記
。
途
中
で
急

に
旅
程
が
変
更
に
な
り
、
ベ
ル
リ

ン
に
直
行
せ
ず
、
エ
ッ
セ
ン
に
立

ち
寄
っ
て
一
泊
し
た
。
当
時
か
ら

有
名
な
ク
ル
ッ
プ
の
製
鉄
工
場
、

銃
砲
製
造
工
場
な
ど
を
見
学
、
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
驚
く
。
丁
度

後
装
式
へ
と
銃
砲
技
術
が
進
歩

し
、
そ
れ
に
伴
い
戦
争
の
様
式
ま

で
変
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
軍

事
力
で
は
ク
ル
ッ
プ
の
工
場
の
よ

う
な
産
業
基
盤
が
背
後
に
あ
る
こ

と
の
重
要
性
を
知
る
。 

 

英
仏
で
は
商
工
従
事
者
の
比
率

が
高
く
、
原
料
輸
入
の
加
工
貿
易

で
付
加
価
値
を
つ
け
る
経
済
構
造

で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
プ
ロ

シ
ャ
は
農
民
が
人
口
の
半
数
以
上

を
占
め
、
農
牧
業
が
主
体
で
余
剰

の
農
業
産
品
の
加
工
輸
出
で
利
を

得
て
い
る
だ
け
と
観
察
す
る
。
日

本
の
国
政
、
経
済
開
発
の
方
向
を

示
唆
す
る
提
言
を
し
て
い
る
。 

 
 

  
 
 

(

文
責
）
小
林 

養
丈 

 
 ■

歴
史
人
物
シ

リ
ー
ズ 

◎
陸
奥
宗
光
―
近

代
日
本
外
交
の
元

祖 

 

一
月
二
十
七

日
、
出

席

十

八

名
。
講
師
は
会
員

の
永
富
邦
雄
氏
。 

 

陸
奥
宗
光
は
徳

川
御
三
家
の
一

つ
、
紀
州
和
歌
山

藩
上
士
伊
達
宗
光

を
父
と
し
て
、
一
八
四
四
年
生
ま

れ
。
父
が
藩
の
勘
定
方
奉
行
就
任

の
あ
と
、
藩
内
抗
争
に
よ
り
失
脚

し
、
一
家
離
散
の
目
に
遭
う
。
一

家
で
伊
達
か
ら
、
陸
奥
に
改
姓
。

宗
光
は
十
五
歳
で
江
戸
に
出
て
，

漢
学
塾
に
入
門
、
桂
小
五
郎
・
板

垣
退
助
・
坂
本
竜
馬
・
勝
海
舟
の

知
遇
を
得
て
、
物
事
の
本
質
を
見

抜
く
眼
力
が
培
わ
れ
る
。
海
舟
の

海
軍
操
練
所
に
入
門
、
幕
末
の
世

情
を
聡
く
読
み
、
維
新
政
府
樹
立

後
、
い
ち
早
く
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ

ト
ー
経
由
パ
ー
ク
ス
に
面
談
、
そ

の
結
果
、
岩
倉
具
視
に
対
し
、
各

国
政
府
に
は
「
王
政
復
古
樹
立
と

開
国
政
策
に
転
換
」
の
事
実
を
直

ち
に
通
告
し
、
各
藩
に
は
「
や
む

を
得
ず
和
親
条
約
を
結
ぶ
」
と
通

達
す
べ
し
と
建
言
し
た
。 

 

そ
の
事
務
能
力
を
買
っ
た
岩
倉

は
、
彼
を
外
国
事
務
局
御
用
掛
に

任
命
し
た
。
宗
光
二
十
五
歳
の
時

で
あ
る
。
然
し
、
薩
長
閥
重
用
の

人
事
に
反
発
、
明
治
二
年
兵
庫
県

知
事
に
替
わ
り
、
地
方
行
政
の
観

点
か
ら
、
伊
藤
博
文
と
相
談
し
て

廃
藩
置
県
を
提
出
、
二
年
後
に
西

郷
の
採
用
で
実
現
す
る
。 

 
そ
の
あ
と
、
西
南
戦
争
に
関
与

の
廉
で
、
投
獄
さ
れ
る
。
五
年
間

の
獄
中
で
、
ベ
ン
サ
ム
、
ル
ソ
ー

な
ど
読
み
勉
強
す
る
。
明
治
十
五

年
出
獄
後
、
伊
藤
の
計
ら
い
で
欧

州
に
遊
学
、
ロ
ン
ド
ン
と
シ
ュ
タ

イ
ン
博
士
か
ら
政
治
学
を
学
び
、

そ
の
後
の
政
治
、
外
交
面
に
役
立

た
せ
る
。
帰
国
後
は
ワ
シ
ン
ト
ン

に
赴
任
、
メ
キ
シ
コ
修
好
条
約
を

締
結
、
翌
年
懸
案
の
ア
メ
リ
カ
と

の
改
正
通
商
条
約
を
調
印
す
る
。

帰
任
後
、
山
県
・
松
方
両
内
閣
の

農
商
務
大
臣
を
歴
任
、
伊
藤
内
閣

の
時
に
、
外
務
大
臣
に
任
命
さ

れ
、
四
年
間
に
懸
案
の
各
国
と
の

不
平
等
条
約
交
渉
を
成
功
さ
せ

る
。
と
り
わ
け
日
清
戦
争
に
際
し

て
活
躍
、
戦
争
勃
発
か
ら
、
下
関

講
和
条
約
締
結
に
至
る
、
詳
細
な

外
交
交
渉
と
戦
争
に
至
る
経
緯

は
、
事
変
後
二
年
し
て
出
版
さ
れ

た
「
蹇
蹇
録
」
に
詳
し
い
。
残
念

な
が
ら
、
宗
光
は
、
こ
の
「
蹇
蹇

録
」
と
口
述
の
「
後
藤
伯
」
を
残

し
て
、
そ
の
年
、
五
十
四
歳
で
、

持
病
の
肺
結
核
に
よ
り
病
没
し

た
。 

 

ま
た
陸
奥
は
、
小
村
寿
太
郎
を

見
出
し
重
用
し
た
こ
と
で
も
知
ら

れ
る
。 

 

和
歌
山
藩
勘
定
方
奉
行
で
あ
っ

た
、
陸
奥
の
父
親
・
宗
弘
は
ペ

リ
ー
来
航
の
五
年
前
に
、
歴
史
書

『
大
勢
三
転
考
』
を
出
版
し
て
い

る
。
日
本
の
歴
史
を
、
姓
（
か
ば

ね
＝
豪
族
）
、
司
（
つ
か
さ
＝
官

僚
）
、
重
ね
（
＝
武
家
政
治
）
の

変
転
と
捉
え
た
も
の
で
、
当
時
と

し
て
は
斬
新
な
考
え
方
で
、
こ
の

親
あ
っ
て
、
こ
の
子
あ
り
と
の
思

い
を
強
く
す
る
。 

 

陸
奥
は
、
幕
末
か
ら
、
明
治
半

ば
ま
で
の
日
本
を
慌
し
く
駆
け
抜

け
て
、
大
役
を
果
た
し
た
得
が
た

い
政
治
家
で
あ
っ
た
。
日
本
近
代

外
交
の
元
祖
と
言
い
え
よ
う
。 

 
 
 
 
 

（
文
責
）
小
野 

博
正 

◎
三
井
八
郎
右
衛
門
高
棟
と
団
琢

磨
（
二
月
二
十
二
日
）
は
五
頁
に

掲
載  

■
第
二
十
八
回

例
会 

 

十
二
月
三
日

開

催
、
出

席

七

名
。
第

二

巻

英

吉
利
総
説
。 

 

キ
リ
ス
ト
教

と
イ
ス
ラ
ム
教

と

の

関

係
、
仏

教

と

ヒ

ン

ド
ゥ
ー
教
の
関

係
や
日
本
で
の

廃
仏
毀
釈
な
ど

明
治
維
新
に
お
け
る
宗
教
の
側
面

に
も
関
心
が
集
ま
っ
た
。 

 

ロ
ン
ド
ン
総
説
で
は
、
テ
ム
ズ

河
の
河
口
か
ら
ロ
ン
ド
ン
橋
ま
で

敢
え
て
橋
を
架
け
る
こ
と
を
せ

ず
、
外
洋
船
舶
が
直
接
ロ
ン
ド
ン

ま
で
溯
上
が
可
能
な
都
市
に
お
け

る
海
上
輸
送
の
重
要
性
に
注
目
し

て
い
る
。
明
治
政
府
は
最
初
の
重

要
な
公
共
土
木
事
業
の
一
つ
と
し

て
大
阪
と
京
都
を
結
ぶ
淀
川
の
大

改
修
事
業
を
行
っ
た
。
今
日
で
も

「
淀
川
の
ワ
ン
ド
（
入
り
江
、

淵
）
」
と
し
て
残
っ
て
い
る
。 

 

十
年
前
に
開
通
し
た
ロ
ン
ド
ン

地
下
鉄
を
仔
細
に
述
べ
て
い
る

が
、
火
の
粉
で
時
折
り
駅
で
ボ
ヤ

騒
ぎ
も
起
き
る
と
い
っ
た
し
ろ
も

の
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
、
流
石

に
乗
車
す
る
こ
と
に
尻
込
み
し
た

の
か
地
下
鉄
の
描
写
に
久
米
邦
武

流
の
臨
場
感
に
溢
れ
た
描
写
表
現

が
な
い
。
い
さ
さ
か
寂
し
さ
の
感

を
拭
え
な
い
。  

 
 
    

（
文
責
）
難
波 

康
煕  

関西支部報告 

連絡 難波 康煕 

namba@jttk.zaq.ne.jp 

歴史部会報告

mi040031-9697@tba.t-com.ne.jp

連絡 小野 博正

歴史部会報告

mi040031-9697@tba.t-com.ne.jp

連絡 小野 博正

ドイツのライン川風景（『実記』） 
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編
集
後
記 

◇
新
年
懇
親
例
会
で
は
、
オ
ラ
ン

ダ
大
使
館
か
ら
出
席
者
全
員
に

お
土
産
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
中

身
は
、
オ
ラ
ン
ダ
と
日
本
の
関
係

を
築
い
て
き
た
歴
史
的
出
来
事

を
ま
と
め
た
資
料
や
日
蘭
通
商

四
百
年
記
念
行
事
「
此
処
か
ら
東

京
へ
」
展
示
会
の
カ
タ
ロ
グ
な
ど

の
カ
ラ
ー
冊
子
五
点
、
そ
し
て
、

日
本
オ
ラ
ン
ダ
年
・
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ピ
ン
バ
ッ
ジ

と
シ
ー
ル
な
ど
。
使
節
団
訪
問
国

テ
ー
マ
の
「
真
打
ち
」
に
相
応
し

い
オ
ラ
ン
ダ
と
日
本
の
交
流
の

深
さ
を
改
め
て
感
じ
る
お
土
産

で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

◇
会
員
の
誘
い
に
よ
っ
て
、
現
役

の
学
生
を
含
む
多
数
の
若
い
世

代
の
姿
を
新
年
懇
親
例
会
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
の

展
開
と
し
て
、
当
会
が
積
み
上
げ

て
き
た
実
績
を
公
に
す
る
と
同

時
に
、
い
わ
ば
「
現
代
語
訳
世
代
」

か
ら
の
提
案
を
期
待
し
た
い
も

の
で
す
。 

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
会
員
の
ペ
ー

ジ
」
内
「
特
別
寄
稿
」
に
、
学
生

に
向
け
た
『
実
記
』
の
薦
め
（
読

む
会
・
鵜
飼
氏
）
と
会
員
に
よ
る

研
究
お
よ
び
使
節
団
の
足
跡
を

追
う
旅
の
記
録
を
載
せ
ま
し
た
。

ス
ペ
ー
ス
の
制
約
が
あ
る
本
誌

で
は
困
難
な
会
員
の
研
究
資
料

や
レ
ポ
ー
ト
を
、
今
後
も
掲
載
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
お
読
み
く
だ
さ
い
。 

（
Ｎ
） 

（印刷 e-shop幕張 043-297-7051) 

＜催し案内＞ 

2010年3月～5月の予定です 

☆４月全体例会 

  日 時： 4月24日（土） 13:30～16:30 

 テーマ：総会（全体例会）               

 場 所：国際文化会館 

 会 費：1,000円 

☆実記を読む会 

  日 時： 4月 8日（木） 18:00～20:30 

     5月13日（木） 18:00～20:30 

  場 所：国際文化会館 

 会 費：1,000円 

☆英訳実記を読む会 

  日 時： 3月18日（木） 18:30～21:00 

     4月15日（木） 18:30～21:00 

     5月20日（木） 18:30～21:00 

  場 所：国際文化会館 

 会 費：1,000円  

☆歴史部会・歴史人物シリーズ 

③横井小楠―維新の群像    

  日 時： 4月23日（金） 18:00～21:00 

 講 師：小野寺満憲 氏（会員） 

  場 所：国際文化会館 

 会 費：1,000円 

④村田省蔵    

  日 時： 5月11日（火） 18:00～21:00 

 講 師：半澤健市 氏（会員） 

  場 所：国際文化会館 

 会 費：1,000円   

☆グローバルジャパン研究会 

  日 時： 4月28日（水） 18:00～21:00 

  場 所：国際文化会館 

 会 費：1,000円   

☆関西支部 

 日 時： 5月 8日（土） 13:00～16:30 

 テーマ：第30回例会 

 場 所：大阪弥生会館 

 

      特定非営利活動法人 

「米欧亜回覧の会｣ご案内 

趣 旨    この会は「岩倉使節団」に興味をもち、その

記録である｢米欧回覧実記」に関心を抱く

人々の集まりです。 

この歴史的な大いなる旅と「実記」は、まさ

に「温故知新」の宝庫といえましょう。 

この素材を媒体に歴史を学び、現代の直

面する諸問題についても自由に語り合う会

です。 

会 員    趣旨に賛同する人なら誰でも入会できます。 

例 会   年に４回、全体例会があります。 

部 会    テーマ別に読む会、歴史、現未来部会等が
あり、映像サロン・旅行会・研究会・シンポジ

ウムなどを行っています。 

機関紙   年に４回、機関紙を発行し活動報告や会員
の意見発表、情報交換の媒体とします。 

役 員    理事長（泉三郎）他理事および監事で構成、
会員の中から幹事十数名を選び、運営を担

当します。 

会 費   年会費6,000円とし、主として通信費及び機関

紙代に充当します。例会・部会・講演会などに

ついては、その都度の会費とします。なお、遠

隔地居住者、学生、仮入会希望者には地方

会員、準会員、学生会員の制度もあります。 

事務局   「米欧亜回覧の会」 

       〒112-0006  

       東京都文京区小日向 2-26-3 山田方 

 E-mail:info@iwakura-mission.gr.jp 

 TEL:080-6612-1101 FAX:043-238-6690 

入会申込 

 入会申込書は事務局にあります。新規入会に際しては

入会金5，000円を頂きます。 

 なお年会費などのお支払は郵便振込が便利です。 

 00180-2-580729 特定非営利活動法人米欧亜回覧の会 

ホームページ 

メッセージ・活動と内容・岩倉使節

団・米欧回覧実記・会員のページ 等 

また、書籍・ＤＶＤ案内もあります 

http//www.iwakura-mission.jp 

＊お知らせ欄も時々チェックしてください 


